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※平成 25 年度で終了となる研究課題は最終成果報告書となりますので，下記項目について詳
細な報告をお願いします。 

※ページ数の制限はありません。 

※成果等の説明に図表を使用していただいて構いません。（カラーも可） 

※提出して頂いた成果報告書をホームページでの公開を予定しております。 

 

１．研究集会の開催趣旨 

突風による建築物や構造物の被害の報告は後を絶えず続いている。近年特に竜巻による甚大な
被害が顕在化しており，例えば 2012 年 5 月には，北関東地方に複数の竜巻が同時多発的に発生
し，建築物の倒壊に伴って死者も出ている。このような竜巻やダウンバーストのような突風は
発生が局所的であるため，観測網にかかることは稀であり，被害実態からその強さ等を評価せ
ざるを得ない。2012 年 5 月につくば市 F3 の竜巻以降，2013 年に入っても，不安定な大気の状
態が続き，突風災害が続出している。本研究集会では，これまでに関東地方で発生している竜
巻について，現地調査に基づく被害概要と，建築物や構造物に対する被害の発生メカニズムな
どの考察について，研究者相互の情報交換を目的に実施するものである。 

 

２．開催年月日，場所，講演者数，参加者総数（講演者含む） 

開催日時：2014 年 1 月 29 日（水） 9：20～12：15 

開催場所：東京工芸大学 中野キャンパス 1 号館 地下 1 階 大講義室 
 
３．講演プログラムと講演概要 
主旨説明 前田 潤滋（九州大学） 
被害事例 1 茂原竜巻 1990.12.11 事例報告 神田 順（日本大学） 
被害事例 2 2012 年 5 月 6日に北関東一帯を襲った竜巻の場合 野田 稔（徳島大学） 
被害事例 3 統計と被害調査結果 松井 正宏（東京工芸大学） 
気象学的な特徴 1 小林 文明（防衛大学校） 
気象学的な特徴 2  気象レーダー解析に基づくつくば竜巻の特徴 山内 洋（気象研究所） 
まとめ 前田 潤滋（九州大学） 
 

研究分野：強風防災 
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研究集会名（和文）：関東地方に発生する竜巻等の突風とそれによる被害 
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